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令和６年度 浅舞感恩講保育園 重要事項説明書 

  

保育の提供の開始にあたり，当園があなたに説明すべき内容は，次のとおり

です。 

  

１ 施設運営主体 

名  称 社会福祉法人 浅舞感恩講 

所 在 地 秋田県横手市平鹿町浅舞字浅舞 221 番地の 1 

電話番号  ０１８２－２４－１１４８ 

代表者氏名 理事長  佐々木  智 

 

   ２ 利用施設 

施 設 の 種 類 保育所 

施 設 の 名 称 浅舞感恩講保育園 

施 設 の 所 在 地 秋田県横手市平鹿町浅舞字浅舞 221 番地の 1 

連  絡  先 電話番号 ０１８２－２４－１１４８ 

ＦＡＸ  ０１８２－２４－３７４５ 

管  理  者 園長 高橋弘美 

対 象 児 童 児童福祉法及び子ども・子育て支援法の定めるところによ

り，保育を必要とする小学校就学前児童 

利 用 定 員 満３歳以上の児童             ４０人 

満１歳以上満３歳未満の児童        ２０人 

満１歳未満の児童             １０人 

自己評価の概要 職員による保育内容等の自己評価を毎年１回実施し、サー

ビス内容の向上に努めています。 

保護者 利用アン

ケ ー ト の 概 要 

保育園における「福祉サービス」と専門性の向上、そして

ご意見は、可能な限り園運営の反映に務めます。 

第三者評価の概要 実施していません 

職員への研修の実

施 状 況 

園内研修をはじめ、職員職位、職務内容に応じた外部研修

に全ての職員が受けられるようにしています。 

開 設 年 月 日 昭和２６年 ４月 １日 

事 業 所 番 号 0520351000291 

 

３ 施設の目的・運営方針 

  当園は，保育所として行う保育・教育の適切な運営を確保するために人員

及び管理運営に関する事項を定め、当園を利用する小学校就学前の子ども(以
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下「園児」という。)に対し、適正な保育を提供することを目的とします。 

（１）当園は、良質な水準かつ適切な内容の保育の提供を行うことにより、

全ての子どもにとって最もふさわしい生活の場が等しく確保されること

を目指します。 

（２）保育の提供にあたっては、子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を

積極的に増進するため、園児の意思及び人格を尊重して保育を提供する

よう努めます。 

（３）当園は、園児の属する家庭や地域及び様々な社会資源との連携を図り

ながら，保護者や地域の子育て家庭に対する支援等を行うよう努めます。 

（４）当園は、児童福祉法、子ども・子育て支援法、最低基準条例、運営基準

条例その他関係法令を遵守し運営を行います。 

 

４ 当園における施設・設備等の概要 

（１）施 設 

敷 地 敷地全体 ３，６５５．８４㎡ 

園庭 １，４００．００㎡ 

園 舎 構 造 鉄骨造平屋建 

延べ面積 ７７３．４㎡ 

（２）主な設備 

設備 部屋数 備  考 

乳児室・ほふく室Ⅰ １室 
ひよこ組（０歳児クラス） 

いちご組（満１歳児クラス） 

ほふく室Ⅱ １室 いちご組（満１歳児クラス） 

保育室 ４室 

りんご組（満２歳児クラス）・わかば組（満３歳

児クラス）・さくら組（満４歳児クラス）・はと組

（満５歳児クラス）について各１室 

遊戯室（ホール） １室  

調理室 １室  

病後児室 １室 別棟専用室 一日２人まで利用可能 

一時預かり保育室 １室 一般型(一時預かり事業実施要項に基づき) 

５ 職員の設置状況(R6.4月) 

職 種 員数 備考 

園長 １人 資格有 

園長補佐(兼事務員) １人 園長資格有 

主任保育士 １人 資格有 

副主任保育士 １人 資格有 

保育士 １１人 資格有  

栄養士 １人 資格有 
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調理員 １人 資格有 調理師 

保健師 １人 資格有 パート 

事務員(園長補佐) １人 通園車運転、管理 

保育補助 ０人 資格無 パート 

 ※ 当園では，「秋田県保育所の設備及び運営に関する基準を定める条例（以

下「県条例」という。）」に定める基準に基づき，上記に記載する職員を配

置しています。 

 

（１）園長（常勤専従）１人 

園長は、理事会の決定する方針に従い、保育園の管理運営を統括する。 

予算・決算等の経理や職員の人事に責任を持ち、主任保育士を指導しな

がら園全体を総括的に管理する。 

（２）園長補佐 (常勤、事務員兼務) １人 

  園長を補佐しながら職員処遇、勤務管理など責任を持って行い、職員全

体を管理・指導する。 

（３）主任保育士（常勤専従）１人 

主任保育士は、園長を補佐し、保育内容について保育士を統括する。 

保育の現場の責任者として、保育、調理の全ての計画に責任を持ち、関

係機関と連絡しながら職員の指導・助言にあたる。 

（４）副主任保育士（常勤専従）１人 

副主任保育士は、園長又は主任保育士を補佐するとともに、保育に従事

し保育士の指導等に当たる。 

（５）保育士（常勤専従）11 人  

保育士は、保育に従事し、保育計画の立案、実施、記録及び家庭との連

絡等の業務を行う。 

（６）栄養士（常勤専従）１人 

栄養士は、給食献立の立案、栄養管理、調理指導、食品の調達計画、調

理室及び食品庫等の衛生管理、子どもの状況等に応じた栄養指導、食育

推進に関する業務を行う。 

（７）調理員（常勤専従）１人 

調理員は、調理業務、給食補助簿の記録、清掃その他給食に関する業務

を行う。 

（８）保健師（パート専従）１人 

   嘱託医の指導の下で園児、職員の健康管理の助言、病後児保育事業の責

任者として保育に従事し、看護記録及び家庭との連絡等の業務を行う。 

（９）事務員（常勤、園長補佐兼務）１人 

事務員は、建物、備品の保全管理、経理事務、物品の調達・受払い、文

書の収発、整理、自家用車の運転と整備、関係機関との連絡その他庶務

に関する業務を行う。 
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（10）嘱託医（内科・外科 1人、歯科 1人）  

嘱託医は、入所した児童の健康診断と保健衛生の指導に関する業務を行

う。 

（11）保育補助 (パート専従) 0 人 

保育補助は保育士の業務を補助する。 

 

※ 保育士の職員数については、児童数や事業に応じて変更があります。 

 

６ 保育を提供する日 

  当園の保育を提供する日は、年末年始(12月 30日から 1月 3日まで)を除く

とします。また、12月 30日、31日及び翌年１月 2日、3日は、就業などに

より家庭などでどうしても保育出来ない場合保育を提供します。 

 

７ 保育を提供する時間及び利用時間 

  当園の開園時間は、午前７時から午後 7 時までとし、保育提供時間は次の

とおりです。※時間厳守 

（１）保育標準時間認定に関する保育時間（11時間） 

当園が定める次の時間帯の範囲内で、保育標準時間認定を受けた保護者

が保育を必要とする時間 

月～土 午前７時から午後６時まで 

ただし、当園が定める保育時間（11時間）以外の時間帯において、やむ

を得ない事情により保育が必要な場合は、延長保育を提供します。 

（２）保育短時間認定に関する保育時間（８時間） 

当園が定める次の時間帯の範囲内で、保育短時間認定を受けた保護者が

保育を必要とする時間 

      月～土 午前８時から午後４時まで 

ただし、当園が定める保育時間（８時間）以外の時間帯において、やむ

を得ない事情により保育が必要な場合は、延長保育を提供します。 

（３）休日保育に関する保育時間(9時間) 

休日に、保護者が職場(自営)の就労により家庭などでどうしても保育出

来ず休日保育を利用する場合は、保育標準時間認定、保育短時間認定共

に 8時から午後 5時までの時間内で利用可能 但し、元旦(1/1)は休園と

なります。尚、休日保育を利用する場合は平日にお休みするなどお子様

の体調へご配慮していただきますようご協力をお願いいたします。 

 

   ※（２）の延長保育の利用にあたっては、別途利用者負担が必要となり

ます。(別紙 利用者負担金参照) 

   ※ 土曜日や行事実施日または、年末年始などの希望保育時に限り利用

全園児が帰宅しだい閉園となります。閉園後の急を要する連絡は 19
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時まで保育園電話でお受けします。 

        (保育園電話 ・0120-24-1344  ・0182-24-1148) 

８ 提供する保育等の内容 

  当園は、保育所保育指針(平成 29年厚生労働省告示第 117号)に基づき、当

園が定める「全体的な計画」と「保育課程」にそって保育を提供します。 

   一時預かり、休日保育、病後児保育事業(横手市からの委託事業)について

は別途記載のとおりです。 

※ 一時預かり、病後児保育の利用にあたっては、別途利用者負担が必要

となります。(別紙 利用者負担金参照) 

※ 但し、上記各保育事業に必要とする職員の確保が出来ない場合などは、

事業を休止することがあります。 

 

９ 食事の提供方法等について 

 （１）食事の提供方法 

    ・自園調理 

 （２）食事の提供を行う日 

    ・保育を提供する日は、毎日食事の提供を行います。 

    ・行事等に併せてお弁当の持参をお願いする日があります。 

    ・献立表は毎月別途お知らせします。 

    ・児童の年齢に応じ，以下の時間帯に食事の提供を行います。 

 午前間食 昼食 午後間食 備考 

０歳児 １０時００分頃 １１時３０分頃 １５時３０分頃  

行事な

どによ

り変更

あり 

１歳児 １０時００分頃 １１時４０分頃 １５時３０分頃 

２歳児 １０時００分頃 １１時４０分頃 １５時３０分頃 

３歳児  １１時４５分頃 １５時３０分頃 

４歳児  １１時４５分頃 １５時３０分頃 

５歳児  １１時４５分頃 １５時３０分頃 

（３）アレルギー対応状況 

・アレルギー、その他の事情により給食に配慮が必要な場合は、できる

限りお子さんに合わせていきますので、あらかじめご相談ください。

その際は、主治医によるアレルギー疾患生活管理指導表の提出が必要

です。 

※指導表については、横手市医師会様で様式が統一されています。 

・除去食及び代替食に対応しています。 

・食物アレルギー対応マニュアルに則り対応します。 

（４）集団給食施設届出を横手保健所へ提出しています。 

  ・大量調理施設マニュアル基準に沿って衛生管理基準の作成を行います。 

    日々の健康管理、確認及び検便検査の実施(月１回)による栄養士、調理

員、０歳児担当従事職員の健康管理を徹底しています。 
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  ・水質検査は年２回実施しています。 

  ・調理室の清掃及び整理整頓を実施し、衛生管理区分の維持管理を徹底

しています。 

 

１０ 利用料金 

（１）保護者は、居住する市町村長が定める保育料を、その居住する市町村

へ支払うものとします。但し、令和元年１０月より幼児教育・保育の無

償化により３歳児から５歳児が無料となりました。 

（２）前項に定めるもののほか、保育において提供する便宜に要する費用と

して別紙利用者負担に定める費用について、保護者から実費の負担を受

けるものとします。 

（３）前項に定めるもののほか、保育において提供する便宜に要する費用と

して保護者から実費の負担を受ける必要が生じたときは、金額、使途及

び負担を求める理由を保護者に説明し、同意を得たうえで負担を求める

ことがあります。 

 

１１ 利用の終了に関する事項 

   当園の園児が次のいずれかに該当するときは、保育の提供を終了するも

のとします。 

（１）「子ども・子育て支援法施行規則」第１条の規定に該当せず、市町村が

利用を取り消ししたとき。 

（２）保護者から保育所利用の取消しの申出があったとき。 

（３）市町村が保育所の利用継続が不可能であると認めたとき。 

（４）その他、利用継続において重大な支障又は困難が生じたとき。 

 

１２ 嘱託医 

   当園は，以下の医療機関と嘱託医契約を締結しています。 

  (1) 内科・外科 

医療機関の名称 西成医院 

医 院 長 名 西成 忍 

所  在  地 横手市平鹿町浅舞字浅舞 53 

電 話 番 号 ０１８２－２４－１０２３ 

 

  (2) 歯科 

医療機関の名称 佐藤歯科 

医 院 長 名 佐藤 直 

所  在  地 横手市平鹿町浅舞字浅舞 383 

電 話 番 号 ０１８２－２４－１００１ 
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１３ 緊急時の対応 

（１）当園の職員は、保育の提供時に、園児の体調の急変その他緊急事態が

生じたときは、当該園児の保護者等に連絡するとともに、嘱託医又は

当該園児の主治医に相談する等の措置を講じます。 

（２）保育の提供により事故が発生した場合は、横手市及び当該園児の保護

者等に連絡するとともに、必要な措置を講じます。 

（３）当園は、事故の状況や事故に際して講じた措置について記録するとと

もに、事故発生の原因を解明し、再発防止のための対策を講じます。 

（４）当園は、園児に対して、保育の提供により賠償すべき事故が発生した

場合は、損害賠償を速やかに行います。 

 

１４ 要望・苦情等に関する相談窓口 

   当園では，要望・苦情等に係る窓口を以下のとおり設置しています。 

 

当園 

ご利用相談窓口 

・窓口担当者  主任保育士  高橋朱美 

・ご利用時間  ８：３０～ １６：３０ 

・電話番号   ０１２０－２４－１３４４(ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ) 

 Ｆ Ａ Ｘ   ０１８２－２４－３７４５ 

 担当者が不在の場合は，当園職員までお申し出ください。 

第三者委員 西成 忍 
電話番号 ０１８２－２４－１０２３ 

嘱託医 

第三者委員 遠藤正悦 
電話番号 ０１８２－２４－０１４４ 

元主任児童委員 

第三者委員 小野律子 
電話番号 ０１８２－２４－１４７７ 

民生児童委員 

  ※ 当園では，上記のほか，玄関に要望・苦情等に係る意見箱を設置して

いますし、ホームページからも受け付けています。 

 

１５ 非常災害時の対策 

非常時の対応 
別途に定める、安全計画や消防計画書、洪水時の避難確保

により対応いたします。 

園舎の耐火構造 耐火建築物 

防災設備 

・自動火災報知機  有  ・誘 導 灯    有  

・ガス漏れ報知機  有  ・非常警報装置   有 

・非常用電源    有  ・パッケージ消火器 有 

・その他，カーテン，敷物，建具等の防炎処理  有 

避難・消火訓練 

・避難訓練は，毎月１回以上実施します。 

・公式避難訓練(最寄の消防署)年２回実施します。 

・業者に依頼しての消火訓練年１回実施します。 
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避難場所 
・保育園舎向かい側駐車場 

・浅舞地区交流センター(洪水時) 

警備保障 

機械警備によるセキュリティ(緊急時や火災発生時等) 

ALSOK 秋田(株) 秋田ガードセンター 018-888-2301 

        横手営業所     0182-33-4114 

 

１６ 利用者に対しての保険の種類・保険事故・保険金額 

   当園においては，以下の保険に加入しています。 

 

                            (免責金額:なし) 

補償タイプ 

傷害補償コース 

東京海上日動火災保険 K.K 

大型セット(特定感染症補償コース) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保険の内容・保険金額 

 

園賠償責任保険 

(施設・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ) 対人 1 名・1 事故 10 億円 

        対物 1 事故 1,000 万円 

(生産物)    対人 1 名・1 事故/期間中 10 億円 

        対物 1 事故/期間中 1,000 万円 

見舞金費用(初期対応費用) 

 ① 見舞金費用：1 名 10 万円 

       (但し、園児死亡の場合 1 名 100 

       万円) 

      ②  初期対応費用 (見舞金費用以外    

1 事故 10 万円) 

      ③ ①②共通１事故 1,000 万円        

管理財物補償 

1 事故 100 万円  

人格権侵害補償 

1 名 50 万円 1 事故/期間中 1,000

万円  

特定感染症対応費用補償 

       1 事故/期間中 20 万円 

園児団体傷害保険 

(死亡・後遺障害) 250 万円 

(入院保険金日額) 3,000 円 

(通院保険金日額) 2,000 円 

        特定感染症補償 

 

※「熱中症」および「細菌性食中毒等」も補償 

 ※ 詳しくは，玄関に設置しています重要事項に係る資料のファイルから「ほ
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いくのほけん・こどもえんのほけんのご案内」の一部抜粋をご確認くだ

さい。 

 ※ その他「日本スポーツ振興センター」にも加入しています。また、保護

者などが参加する行事(遠足、夏祭りなど)についてもその都度加入してい

ます。 

 

１７ 安全対策と事故防止 

（１）当園は、安全かつ適切に、質の高い保育を提供するために、安全対応

マニュアルや安全計画を策定し、事故を防止するための体制を整備し

ています。 

（２）事故発生防止のための組織としての対応を重視し、ヒヤリ・ハットの

検討や職員に対する研修を実施しています。  

（３）当園は、「食物アレルギー対応マニュアル」に則り、それに基づき適切

な対応に努めます。また、園児の主治医や保護者と連携し原因食物・

除去根拠を常に把握します。 

（４）当園は、事故の状況及び事故に際して採った処置について記録すると

ともに、事故発生の原因を解明し振り返りを行い、再発防止のための

対策を講じます。 

（５）事故については、必要に応じて保護者に周知するとともに、死亡事故、

治療に要する期間が 30日以上の負傷や疾病を伴う重篤な事故（意識不

明の事故を含む）については、横手市にも報告します。 

 

１８ 健康管理・衛生管理 

（１）当園では、園児に対して、年２回の内科健康診断及び１回の歯科検診

を実施します。 

（２）当園は、感染症又は食中毒が発生し、又はまん延しないように、国の

「保育所における感染症対策ガイドライン」及び当園の「感染症登園

基準」「衛生管理マニュアル」に則り、適切に実施し、感染症及び食中

毒の予防に努めます。 

  ※ 特定感染症防止対策に伴う手指消毒やマスクの着用と、空間除菌脱臭

機やサーマルカメラ設置などの対応を講じています。 

 

１９ 当園におけるその他の留意事項 

健康観察 

登園前は、必ず健康状態(機嫌、咳、鼻水、熱、顔色、食欲、

便の状態など)を確認下さい。 

前日、前夜でいつもと違う状態(嘔吐、下痢、発熱、発疹な

ど)がある場合は必ず職員へ伝えて下さい。 

連 絡 
家庭の事情が変わった時(住所、勤務先、電話番号、家族や

家庭など)は、直ぐにお知らせ下さい。 
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２０ 虐待の防止のための措置 

（１）当園は、園児の人権の擁護、虐待の防止等のため、責任者の設置その

他必要な体制の整備を行うとともに、職員に対する研修の実施等の措

置を講じます。 

（２）当園は、保育の提供中に、当園の職員又は保護者による虐待を受けたと

思われる園児を発見した場合は、速やかに、児童虐待の防止等に関する

法律の規定に従い、横手市子育て支援課や児童相談所等適切な機関に通

告します。 

２１ 個人情報の取扱い 

当園が保有する個人情報の保護者及び適切な取扱いに関する事項につい

ては、「個人情報取扱規程」の定めるところによります。 

      ※別紙 個人情報使用同意書の提出をお願いします。 

 

２２ その他 

  当該重要事項説明書に定めるもののほか，入園に当たっての詳細な留意

事項等については，別途当園が作成する入園のしおりに、継続利用に当た

っては毎年度の総会資料において提示するものとします。 
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別紙 利用者負担金 

 

１ 全員が対象となるもの 

 ・特定教育・保育の提供に要する利用者負担金 

項目 内容，負担を求める理由及び目的 金額 

遠足貸切バス代 
移動手段に要する経費 実際に要した経費の一部

（実費） 

進級教材代 
進級に伴う教材用品購入に要する

一部の経費 

実際に要した経費の一部

（実費） 

入園用品代 
入園に伴う通園バック等の購入に

要する経費 
実際に要した経費（実費） 

臨時徴収 臨時時に要する経費 実際に要した経費（実費） 

 

 ・副食費の設定 〔月額４,８００円は内閣府でも目安としている金額です。〕 

  ０歳児～２歳児 保育料に含まれます。 

  ３歳児～５歳児 月額４,８００円〔※利用日数問わず一律〕 

 

２ 該当者（利用者）のみ対象となるもの 

・保育短時間認定に係る延長保育料 

  ＜延長保育料と徴収方法＞ 

   延長保育料：１名につき１時間あたり１００円 

   徴収方法：１カ月分の延長保育料を集計し、お伝えしますので、集金袋

に入れて期限まで納付をお願いします。 

 

項     

目 

７時～８時

まで 

１６時～１８時まで １８時～１９時

まで 16 時 10 分～ 

17 時 09 分 

まで 

17 時 10 分～ 

18 時 00 分 

まで 

保育標準時間 ― ― ― 
― 

保育短時間 100 円 100 円 100 円 

備考    毎月 10 日まで前月分の料金を徴収する 
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＜延長保育料発生のタイミング＞ 

   8時～16時の前後 10分を越えたら延長保育料が発生します。 

登園が7時50分より早い場合、7時～7時49分の利用となり延長保育料(１

時間分)が発生します。お迎えが 16 時 10 分を過ぎれば 16 時～17 時の利

用とみなし、延長保育料(１時間分)、17 時 10 分を過ぎれば 17 時～18 時

の利用とみなし延長保育料(２時間分)が発生します。 

    但し、園行事等のため、時間外の保育が発生する場合は、延長保育料

はいただきません。 

 

３ 保育の提供に要する特定負担額 

 ・利用者負担に含まれない教育・保育に対して、特定負担額を徴収します。 

  但し、当園の一時預かり、病後児保育は幼児教育・保育の無償化の対象と

なり、対象の方は「保育の必要性の認定」の手続き後、利用料（給食費は

無償化対象外）が無料になります。対象かどうかの確認は横手市ホームペ

ージ【子育て・教育】【育児・保育】【子育て支援・手当】【幼児教育・保

育の無償化】で確認または当園にお問合せください。 

 

 

項     目 内容及び負担を求める理

由・目的 

金     額 徴収時期 

一時預かり利用料 事業に掛かる経費 

(職員配置・光熱水費・給食

費・おやつなど) 

0～2 歳 

4 時間以内 

1,000 円/日 

4 時間超え 

2,000 円/日 

3 歳以上 

4 時間以内 

900 円/日 

4 時間超え 

1,800 円/日 

毎利用日 
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※ 当園は，上記費用(給食費)の支払を受けた場合は，領収証を交付いたします。 

  但し、病後児保育利用料については振込先金融機関より交付されます。 

 

 

 

 

 

項     目 内容及び負担を求める理

由・目的 

金     額 徴収時期 

病後児保育利用料 

 

０歳～小学６年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横手市からの委託事業 

・市内に住所を有する世帯 

ア） 生活保護世帯又は市

町村民税均等割及び

所得割課税が 0 円の

世帯 

イ） 市町村民税均等割の

み又は所得割課税額

が 48,600 円未満の

世帯 

ウ）  市町村民税所得割課

税額が 48,600 円以

上の世帯 

給食費１日 

(当園在園児またはミルク

のみなど副食が無い場合は

無料) 

 

 

 

 

0 円 

 

 

 

1,000 円 

 

 

2,000 円 

 

200 円 

 

後日横手市

より送付さ

れる納入通

知書にて納

付 

 

 

 

 

給食費は 

毎利用日 

 

 

 ・市外に住所を有し、市長

が特に必要と認めた世帯 

 

 

 

 

 

給食費１日 

(当園在園児またはミルク

のみなど副食が無い場合は

無料) 

 

3,000 円 

 

  

 

 

 

    200 円 

後日横手市

より送付さ

れる納入通

知書にて納

付 

給食費は 

毎利用日 



14 

附則 

 この重要事項説明書は平成２７年４月１日から施行する。 

 

平成２８年４月１日一部改正 

平成２９年４月１日一部改正 

平成２９年７月１日一部改正 

平成３０年４月１日一部改正 

平成３１年４月１日一部改正 

令和 ２年４月１日一部改正 

令和 ３年４月１日一部改正 

令和 ４年４月１日一部改正 

令和 ５年４月１日一部改正 

令和 ６年４月１日一部改正 
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重要事項説明書についての同意書 

 

 

当園における保育の提供を開始するに当たり，本書面に基づき重要事項の説

明を行いました。 

  

 保育園名：浅舞感恩講保育園 

 説明者職名：園長 高橋弘美 

 

- 

私は，本書面に基づいて浅舞感恩講保育園の利用に当たっての重要事項の説

明を受け，同意しました。 

 

令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

保護者住所                       

 

 児童氏名                        

 

    保護者氏名                       

 

    児童から見た続柄                    
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個人情報使用同意書 

 

 

貴園への入園に当たり、私及び私の子ども並びにその家族に係る個人情報に

ついて、以下の目的のために必要最小限の範囲において使用することに同意し

ます。 

 

○小学校への円滑な移行が図れるように、卒園に当たり入学する予定の小学

校との間で情報を共有すること 

 

○他の保育園等へ転園する場合その他兄弟が別の施設等に在籍する場合にお

いて、他の施設との間で必要な連絡調整を行うこと 

 

○緊急時において、病院その他関係機関に対して必要な情報提供を行うこと 

 

 ○ホームページ等に写真を使用すること 

 

 ○緊急メール運用に伴うアドレス管理について 

 

 

 

浅舞感恩講保育園   園長 高橋弘美 様 

 

令和  年  月  日 

 

 

 

 

保護者住所                     

 

児童氏名                      

 

保護者氏名                     

 

児童から見た続柄                  

 


